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徐
頑
卿
（
一
四
七
九
～
一
五
一
一
）
の
三
十
一
一
一
年
の
生
涯
は
、
進
士
に
及
第
す
る
弘
治
十
八
年
二
五
○
五
）
以
前
の
「
江
南
時
代
」
と
以
後
の
「
官
僚
時
代
」
と
に
大
別
で
き
る
。
呉
（
現
在
の
蘇
州
）
に
生
ま
れ
た
徐
頼
卿
は
、
江
南
時
代
に
は
江
南
文
芸
の
発
展
と
隆
盛
の
立
役
者
た
ち
、
沈
周
（
一
四
二
八
～
一
五
○
九
）
、
祝
允
明
（
一
四
六
一
～
一
五
二
七
）
、
唐
寅
（
一
四
七
○
～
一
五
二
三
）
、
文
徴
明
（
一
四
七
○
～
一
五
五
九
）
等
と
交
遊
し
、
そ
の
詩
人
と
し
て
の
名
を
高
め
た
の
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
年
齢
が
十
歳
上
の
唐
寅
・
文
徴
明
と
の
交
遊
は
殊
に
深
か
っ
た
（１）
が
、
相
互
の
贈
答
の
詩
を
み
る
と
、
徐
頓
卿
の
唐
寅
へ
の
詩
は
七
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
徴
明
へ
は
十
六
例
あ
り
、
さ
ら
に
文
徴
明
に
は
徐
頑
卿
を
思
う
詩
が
六
例
あ
る
（
後
述
）
。
書
画
を
介
し
て
の
交
遊
で
は
唐
寅
は
じ
め
他
の
文
人
達
と
の
交
遊
を
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
詩
を
介
し
て
の
交
遊
で
（２）
は
、
ま
ず
文
徴
明
を
挙
げ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
は
じ
め
に 明
代
徐
頑
卿
の
江
南
時
代
１
文
徴
明
と
の
交
遊
と
洞
庭
唱
和
詩
Ｉ
徐
頑
卿
が
文
徴
明
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
弘
治
八
年
二
四
九
五
）
徐
頑
卿
が
長
洲
県
学
生
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
弘
治
八
年
以
降
の
徐
頓
卿
と
文
徴
明
と
の
交
遊
を
示
す
詩
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
徐
頑
卿
の
詩
は
す
べ
て
萢
志
新
編
年
校
注
「
徐
頑
卿
全
集
編
年
校
注
』
巻
一
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
文
徴
明
の
詩
は
周
道
振
輯
校
『
文
徴
明
集
』
の
巻
数
を
（
）
内
に
示
す
。
１
、
弘
治
十
一
年
（
｜
囚
九
八
）
二
十
歳
徐
頓
卿
「
立
春
前
一
日
過
徴
明
小齋間詠二絶」
文
徴
明
「
立
春
前
一
日
昌
國
過
訪停雲館同賦」（巻十円）
２、
同
徐
頑
卿
「
芙
蓉
怨
五
首
」
文
徴
明
「
詠
芙
蓉
」
二
首
（
巻
七）
３、
同
徐
頑
卿
「
過
故
宮
六
首
」
、
詩
か
ら
見
る
交
遊
の
軌
跡 鷲
野
正
明
6３
文
徴
明
「
弔
償
周
故
阯
」
三
首
（巻十四）
４
、
同
徐
頑
卿
「
詠
水
仙
花
」
文徴明「水仙」（巻七）
５
、
同
徐頑卿「月」
文
徴
明
「
雪
後
同
察
九
逵
徐
昌
國登山成橋看月」（巻七）
６
、
同
徐
順
卿
「
追
和
俔
元
鎭
江
南
春
二首」
文
徴
明
「
迫
和
俔
元
鎭
先
生
江
南春」（巻四）
７
、
同
徐
頑
卿
「
迂
癖
呈
徴
明
」
８
、
弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
二
十
一
歳
徐
頓
卿
「
奉
題
一
一
一
城
王
書
桃
花
小障」
９
、
同
徐
祓
卿
「
題
徴
明
墨
竹
次
韻
」
川
、
弘
治
十
一
一
一
年
（
’
五
○
○
）
二
十
二
歳
徐
順
卿
「
題
鄭
所
南
墨
蘭
」
文
徴
明
「
祓
鄭
所
南
國
香
岡
巻」（補輯巻二十二）
Ⅱ
、
弘
治
十
五
年
（
一
五
○
二
）
二
十
四
歳
徐
順
卿
「
海
雲
院
山
茶
歌
」
文
徴
明
「
海
雲
庵
連
理
山
茶
」
（巻七）
皿
、
弘
治
十
六
年
（
一
五
○
一
一
一
）
二
十
五
歳
徐
頑
卿
「
呉
氏
延
香
室
」
文
徴
明
「
呉
嗣
昭
延
香
室
三
巻
七）
３
、
同
徐
頑
卿
「
勝
洞
庭
西
山
詩
竝
１
序」文徴
明
「
再
和
昌
國
勝
洞
庭
西
山詩八首」（巻七）
４
、
同
徐
頑
卿
「
奉
和
徴
明
淋
洞
庭
東
１
山詩七首」
文
徴
明
「
勝
洞
庭
東
山
詩
七
首」（巻七）
旧
、
弘
治
十
七
年
（
’
五
○
四
）
二
十
六
歳
徐
頑
卿
「
同
徴
明
和
答
石
田
先
生落花之什」
文
徴
明
「
和
答
石
田
先
生
落
花
十首」（巻八）
６
、
同
徐
頑
卿
「
夏
日
過
陳
氏
芳
園
」
１
文徴明「陳氏池亭納涼」（巻
一）
１
の
「
立
春
前
一
日
過
徴
明
小
齋
間
詠
二
絶
」
と
文
徴
明
「
立
春
前
一
日
昌
國
過
訪
停
雲
館
同
賦
」
（
巻
十
四
）
、
７
の
「
迂
癖
呈
徴
明
」
の
制
作
年
を
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
と
し
た
の
は
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
徐
祓
卿
と
文
徴
明
の
交
遊
を
見
る
上
で
重
要
な
詩
で
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
理
由
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
6４
１
の
文
徴
明
の
「
立
春
前
一
日
昌
國
過
訪
停
雲
館
同
賦
」
の
制
作
年
に
関
し
て
は
、
二
説
あ
る
。
周
道
振
輯
校
『
文
徴
明
集
」
で
は
辛
酉
の
年
、
す
な
わ
ち
弘
治
十
四
年
（
一
五
○
一
）
の
作
と
し
て
い
る
（
上
三
八
八
頁
）
。
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
萢
志
新
氏
は
弘
治
八
年
二
四
九
五
）
の
作
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
文
徴
明
の
詩
の
第
二
首
に
「
自
是
與
君
還
往
熟
、
新
年
三
辱
過
茅
堂
」
と
あ
る
の
は
初
め
て
交
わ
り
を
結
ん
で
知
人
と
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。
弘
治
十
一
年
、
十
二
年
に
は
徐
頑
卿
と
文
徴
明
と
が
い
っ
し
ょ
に
行
動
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
辛
酉
す
な
わ
ち
弘
治
十
四
年
（
一
五
○
二
よ
り
も
前
で
あ
る
か
ら
、
辛
酉
と
す
る
の
は
不
可
で
あ
る
。
徐
祓
卿
は
弘
治
八
年
二
四
九
五
）
に
『
新
情
籍
」
を
著
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
文
徴
明
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
弘
治
八
年
の
作
で
あ
る
、
と
。
詳
し
く
は
「
徐
祓
卿
全
集編年校注」一頁に見える。
辛酉の作でないのは、たしかに萢志新氏の一一一一口うとおりである。萢
氏
が
根
拠
と
す
る
文
徴
明
の
詩
句
は
「
是
よ
り
君
と
還
往
熟
さ
ん
、
新
年
三
た
び
辱
じ
け
な
く
も
茅
堂
に
過
ぎ
ら
る
」
と
訓
読
さ
れ
よ
う
。
詩
の
題
が
「
立
春
前
一
日
」
で
あ
る
か
ら
、
萢
氏
の
説
に
拠
れ
ば
、
二
人
が
知
り
合
っ
た
の
は
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
）
の
新
年
を
迎
え
て
す
ぐ
の
こ
ろ
で
、
新
年
か
ら
立
春
の
前
日
ま
で
に
徐
頑
卿
は
三
度
文
徴
明
を
訪
ね
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
二
人
は
本
当
に
新
年
に
知
り
合
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
年
か
ら
立
春
ま
で
の
短
い
期
間
に
、
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
人
を
何
度
も
訪
ね
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
旧
暦
の
元
Ｈ
（
一
月
朔
日
）
は
立
春
の
前
後
十
五
日
の
間
に
あ
る
。
徐
頑
卿
と
文
徴
明
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
右
の
作
品
一
覧
に
示
し
た
よ
う
に
、
弘
治
十
一
年
二
四
九
八
）
以
降
で
あ
り
、
「
自
是
與
君
還
往
熟
」
という表現から考えても、知り合ったばかりの弘治八年（一四九五）
と
す
る
よ
り
は
弘
治
十
一
年
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
ま
た
も
し
「
新
年
三
た
び
辱
じ
け
な
く
も
茅
堂
に
過
ぎ
ら
る
」
を
新
年
ご
と
に
訪
ね
て
く
れ
て
今
年
で
三
回
目
だ
、
と
解
釈
し
て
も
、
知
り
合
っ
て
三
度
目
は
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
で
あ
る
。
弘
治
八
年
二
四
九
五
）
に
知
り
合
い
、
そ
の
後
新
年
ご
と
に
訪
ね
て
今
回
は
立
春
の
前
日
に
訪
ね
た
。
だ
か
ら
文
徴
明
は
「
是
よ
り
君
と
還
往
熟
さ
ん
」
、
こ
れ
を
機
に
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
頻
繁
に
往
来
し
ま
し
ょ
う
よ
、
と
言
っ
た
と
も
解
釈
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
１
の
「
立
春
前
一
日
過
徴
明
小
齋
間
詠
二
絶
」
は
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
徐
頑
卿
二
十
歳
の
時
の
作
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
７
の
「
迂
癖
呈
徴
明
」
に
つ
い
て
は
、
萢
志
新
編
年
校
注
『
徐
頑
卿
全
集
編
年
校
注
」
で
は
弘
治
十
年
二
四
九
七
）
徐
頓
卿
十
九
歳
、
台
試
に
不
合
格
に
な
っ
た
時
の
作
と
す
る
（
六
頁
）
。
根
拠
は
徐
頓
卿
の
「
復
文
温
州
書
」
が
こ
の
年
に
書
か
れ
た
か
ら
と
い
う
。
文
温
州
は
文
徴
明
の
父
・
文
林
で
あ
る
。
「
復
文
温
州
書
」
と
「
迂
癖
呈
徴
明
」
は
、
徐
頑
卿
が
自
分
は
「
迂
」
で
あ
る
と
言
う
も
の
で
（
後
述
）
、
た
し
か
に
同
時
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
が
、
問
題
は
「
復
文
温
州
書
」
が
い
つ
書
か
れ
た
か
で
あ
る
。
萢
氏
は
、
文
林
が
温
州
知
事
に
な
っ
た
の
が
弘
治
十
年
で
あ
り
、
手
紙
の
語
気
か
ら
郷
試
不
合
格
で
は
な
く
、
台
試
不
合
格
だ
か
ら
と
す
る
（
六
六
六
頁
）
。
確
か
に
文
林
が
温
州
知
事
6５
郷
試
が
不
合
格
に
な
っ
て
、
徐
祓
卿
は
文
徴
明
に
詩
を
送
っ
た
。
「
迂
癖
呈
徴明」（迂癖徴明に呈す）である。「迂癖」とは、世情に疎く愚かな
こ
と
で
あ
る
。
七
言
律
詩
で
あ
る
。
ま
ず
前
半
の
四
句
。
を
拝
命
し
た
の
は
弘
治
十
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
十
一
月
の
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
は
病
と
称
し
て
辞
退
す
る
。
そ
し
て
翌
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
春
、
文
林が温州にいよいよ赴任するということで、蘇州郊外の虎丘で楊循
吉
、
沈
周
、
韓
襄
、
朱
存
理
、
唐
伯
虎
等
と
饒
別
の
会
を
開
い
た
。
徐
頓
卿
と
文
林
と
の
直
接
的
な
接
点
は
、
そ
れ
以
前
に
は
み
ら
れ
ず
、
こ
れ
が
最
初
と
考
え
ら
れ
る
。
文
林
が
、
試
験
に
不
合
格
に
な
っ
た
者
に
慰
め
の
手
紙
を
送
る
に
は
、
相
手
と
す
で
に
知
り
合
い
、
し
か
も
才
能
と
将
来
性
に
期
待
を
か
け
て
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
文
林
は
翌
弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
六
月
七
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
手
紙
の
や
り
と
り
は
弘
治
十
一
年
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
年
、
徐
祓
卿
は
、
郷
試
に
不
合
格
に
な
っ
て
い
る
。
萢氏は、また一一一一、う。文林から励ましの手紙をもらい、それで徐植
卿
は
発
憤
し
て
次
年
の
郷
試
を
受
け
た
、
と
。
確
か
に
文
林
か
ら
励
ま
し
の
手
紙
が
来
た
が
、
徐
祓
卿
の
「
復
文
温
州
書
」
は
そ
れ
を
素
直
に
受
け
る
、
と
い
う
内
容
で
は
な
い
。
あ
り
が
た
い
け
れ
ど
も
、
自
分
は
自
分
の
「
性
」
を
損
な
い
た
く
な
い
、
と
い
う
返
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
節
で
読
む
こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
徐
頑
卿
と
文
徴
明
の
詩
的
交
遊
は
、
弘
治
十
一
年
三
（３）
四九八）一一十歳以降急速に深まっていった。
二
、
徐
頑
卿
の
参
人
生
哲
学
〃
心
跡
涼
涼
任
物
噛
心
跡
涼
涼
物
の
瞳
ふ
に
任
す
自
知
迂
癖
久
違
時
自
ら
知
る
迂
癖
久
し
く
時
に
違
ふ
を
校
官
共
笑
文
章
野
校
官
共
に
笑
ふ
文
章
野
な
り
と
術
士
多
言
骨
机
奇
術
士
多
く
一
一
一
一
口
ふ
骨
相
奇
な
り
と
零
落
し
て
人
に
笑
わ
れ
る
に
任
せ
て
い
る
、
自
分
で
も
分
か
っ
て
い
る
の
だ
、
頑
固
で
愚
か
で
、
時
流
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
を
。
そ
し
て
今
回
は
試
験
官
に
文
章
は
や
ぼ
つ
た
い
と
笑
わ
れ
、
一
方
占
い
師
に
は
、
骨
相
は
す
ば
ら
し
い
な
ど
と
お
だ
て
ら
れ
る
、
こ
の
矛
盾
。
ま
す
ま
す
心
は
寂
し
く
な
る
。
周
り
を見れば、
黄
葉
秋
風
看
蝶
化
黄
葉
秋
風
蝶
の
化
す
る
を
看
や
清
燈
寒
紫
感
妻
廟
清
燈
寒
緊
妻
の
廟
す
る
に
感
ず
と
、
な
ん
と
も
わ
び
し
い
。
尾
聯
は
、
あ
わ
れ
勢
歌
兀
兀
誰
務
我
労
歌
兀
兀
誰
か
我
を
瀞
ま
ん
き
い
わ
頼
有
微
之
數
慰
詩
頓
ひ
に
微
之
の
数
慰
詩
有
り
だれが私を憐れんでくれるのか、さいわい微之のようなあなたが慰
め
の
詩
を
い
く
つ
か
贈
っ
て
く
れ
た
。
文
徴
明
の
具
体
的
な
詩
は
分
か
ら
な
い
が
、
徐
頑
卿
の
心
を
慰
め
る
や
さ
し
い一一一一口葉に満ちていたのであろう。徐頑卿は素直にありがたいことと
感謝している。「迂癖」にまつわる具体的な内容を裏付けるものに、
同
じ
こ
ろ
に
書
か
れ
た
「
復
文
温
州
書
」
が
あ
る
。
不
合
格
を
慰
め
て
く
れ
た
文
林
（
文
徴
明
の
父
）
へ
の
返
書
で
あ
る
。
月
日
某
執
事
に
再
拝
す
。
某
質
本
と
汚
濁
し
、
干
進
の
階
無
く
、
重
6６
ぬ
る
に
迂
劣
を
以
て
し
、
時
態
に
譜
は
ず
、
敢
へ
て
貴
卿
の
門
に
求
哀
し
、
ゆ
管
進
の
途
に
踊
足
せ
ざ
る
所
以
な
り
。
退
き
て
は
自
ら
浪
放
し
、
性
の
如
く
所
を
縦
に
し
、
南
山
の
樗
、
其
の
捲
曲
に
任
す
。
然
れ
ど
も
亦
た
飲
酒
淫
蕩
を
喜
ば
ず
、
狂
誕
禮
検
に
謝
す
。
但
だ
宙
几
を
潔
く
し
、
古
書
を
抄
讃
す
る
を
喜
び
、
間
に
詞
賦
論
議
を
作
り
以
て
性
情
を
達
せ
し
め
、
一
家
言
を
成
し
て
以
て
不
朽
に
垂
れ
ん
こ
と
を
期
す
。
時
文
の
講
説
に
至
っ
て
は
、
或
い
は
數
月
を
積
む
も
同
前
を
經
ず
、
是
を
以
て
益
§
大
い
に
時
ぶ
ん
よ
に
戻
り
、
屡
冒
辱
し
め
ら
れ
排
祇
せ
ら
る
。
分
自
り
す
れ
ば
終
に
世
途
を
き
の
う
魔
し
、
跡
を
山
野
に
没
せ
ん
の
み
。
昨
者
柾
げ
て
手
書
し
て
慰
め
を
垂
れ
、
當
に
三
代
の
人
士
を
以
て
自
ら
期
す
べ
し
と
謂
ふ
。
某
何
人
よ
り
か
敢
て
明
諦
を
奉
ぜ
ん
。
窺
か
に
之
を
聞
く
、
人
の
性
は
同
じ
か
ら
ず
、
之
を
譽
ふ
れ
ば
牛
羊
自
か
ら
順
逆
有
り
、
但
だ
邪
恥
無
く
し
て
大
雅
に
合
す
る
を
貴
ぶ
の
み
、
と
。
某
小
技
を
好
む
と
難
も
、
亦
た
大
詣
悪
を
非
と
し
、
即
ち
挫
辱
に
遭
ふ
も
、
殊
に
此
の
心
に
塊
ぢ
ず
。
三
代
の
人
士
は
、
固
よ
り
望
む
所
に
非
ず
。
我
を
知
る
者
有
ら
ば
、
亦
た
當
に
我
を
近
世
の
名
士
の
間
に
置
く
べ
し
。
某
敢
へ
て
時
榮
を
薄
ん
じ
、
身
後
の
譽
を
希
ふ
に
非
ず
、
た第だ性の彊ふくからざるのみ。他人と一一口へば、必ず排議せらる。
こ
い
わ
が
執
事
知
己
、
尚
は
く
は
能
く
之
を
察
せ
よ
。
某
再
拝
す
。
（
月
日
某
再
拝
執
事
。
某
質
本
汚
濁
、
無
干
進
之
階
、
重
以
迂
劣
、
不
譜
時
態
、
所
以
不
敢
求
哀
貴
卿
之
門
、
踊
足
管
進
之
途
。
退
自
浪
放
、
縦
性
所
如
、
南
山
之
樗
、
任
其
捲
曲
。
然
亦
不
喜
飲
酒
淫
蕩
、
狂
誕
謝
禮
検
。
但
喜
潔
宙
几
、
抄
讃
古
書
、
間
作
詞
賦
論
議
以
達
性
情
、
期
成
一
家
言
以
垂
不
朽
。
至
於
時
文
講
説
、
或
積
數
月
不
經
目
前
、
以
是
盆
大
戻
於
時
、
屡
辱
排
試
。
自
分
終
艤
世
途
、
没
跡
山
野
耳
。
昨
者
杠
手
書
垂
慰
、
謂
當
以
三
代
人
士
白
期
。
某
何
人
敢
奉
明
誼
。
露
聞
之
、
人
性
不
同
、
譽
之
牛
羊
自
有
順
逆
、
但
貴
無
邪
恥
而
合
大
雅
耳
。
某
難
好
小
技
、
亦
非
大
詣
悪
、
即
遭
挫
辱
、
殊
不
槐
此
心
。
三
代
人
士
、
固
非
所
望
。
有
知
我
者
、
亦
當
置
我
於
近
世
名
士
間
芙
。
某
非
敢
薄
時
榮
、
希身後之譽、第性不可彊耳。輿他人言、必見排議。執事知己、
尚能察之。某再拝。）
文
林
は
、
し
っ
か
り
勉
強
し
て
「
三
代
の
人
士
」
の
よ
う
に
な
り
な
さ
い
、
と
励
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
徐
祓
卿
は
、
自
分
の
資
質
、
性
格
、
日
常
生
活
、
人
生
の
将
来
設
計
・
真
意
を
述
べ
、
「
三
代
の
人
士
」
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
、
と
い
う
□
「
某
質
本
と
汚
濁
し
、
干
進
の
階
無
く
、
重
ぬ
る
に
迂
劣
を
以
て
し
、
時
態
に
譜
は
ず
」
は
、
次
の
「
敢
へ
て
貴
卿
の
門
に
求
哀
し
、
管
進
の
途
に
蹄
足
せ
ざ
る
所
以
な
り
」
を
言
う
た
め
、
謙
遜
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
人
を
頼
り
に
せ
ず
、
立
身
出
世
を
望
ま
な
い
と
い
う
、
徐
頑
卿
の
基
本
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
人
を
頼
ら
な
い
と
い
う
姿
勢
は
、
後
段
に
言
う
「
某
何
人
よ
り
か
敢
て
明
諒
を
奉
ぜ
ん
」
に
も
窺
え
る
。
徐
頑
卿
は
「
時
文
の
講
説
に
至
っ
て
は
、
或
い
は
數
月
を
積
む
も
目
前
を
經
ず
、
是
を
以
て
益
冒
大
い
に
時
に
戻
り
、
屡
冒
辱
し
め
ら
れ
排
祇
せ
ら
る
」
と
一一一一口うように、数ヶ月も勉強せず、そこでますます時流から外れ、し
ば
し
ば
辱
め
ら
れ
非
難
さ
れ
て
い
た
。
徐
植
卿
は
何
を
し
て
い
た
の
か
。
「
退
き
て
は
自
ら
浪
放
し
、
性
の
如
く
所
を
縦
に
し
、
南
山
の
樗
、
其
の
捲
曲
に
任
」
6７
徐
頑
卿
は
、
弘
治
八
年
（
一
四
九
五
）
県
学
生
に
な
っ
て
か
ら
文
徴
明
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
年
に
「
新
情
籍
』
を
著
す
ほ
ど
付
き
合
い
は
深
ま
り
、
新
年
に
は
文
徴
明
の
家
に
挨
拶
に
行
っ
て
は
い
た
が
、
私
的
に
訪
ね
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
弘
治
十
年
二
四
九
七
）
十
九
歳
の
徐
祓
卿
は
台
試
に
不
合
格
と
な
り
、
翌
年
立
春
の
前
日
文
徴
明
を
訪
ね
た
。
二
人
は
詩
を
作
り
合
っ
た
。
徐
植
卿
の
１
「
立
春
前
一
日
過
徴
明
小
齋
間
詠
二
絶
」
其
の
一
。
せ
、
ま
た
「
但
だ
宙
几
を
潔
く
し
、
古
書
を
抄
讃
す
る
を
喜
び
、
間
に
詞
賦
論
議
を
作
り
以
て
性
情
を
達
せ
し
め
、
一
家
言
を
成
し
て
以
て
不
朽
に
垂
れ
ん
こ
と
を
期
」
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
某
小
技
を
好
む
と
難
も
、
亦
た
大
詣
悪
を
非
と
し
、
即
ち
挫
辱
に
遭
ふ
も
、
殊
に
此
の
心
に
槐
ぢ
ず
」
と
言
う
。
「他人と一一一一口へば、必ず排議せらる」とも言えば、孤立感・孤独感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
疑
い
得
な
い
。
た
だ
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
性
」
を
損
な
い
た
く
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
、
「
詞
賦
論
議
を
作
」
る
こ
と
は
「
小
技
を
好
む
」
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「
詞
賦
論
議
を
作
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
性
情
を
達
」
せ
し
め
て
い
た
。
「
他
人
と
言
へ
ば
、
必
ず
排
議
せ
ら
る
」
徐
順
卿
を
理
解
す
る
人
は
、
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
徐
頑
卿
の
真
の
理
解
者
は
、
身
近
に
い
た
。
そ
れ
は
外
な
ら
ぬ
文
徴
明
で
あ
っ
た
。
あ
わ
れ
勢
歌
兀
兀
誰
務
我
勢
歌
兀
兀
誰
か
我
を
務
ま
ん
さ
い
わ
頼
有
微
之
數
慰
詩
頓
ひ
に
微
之
の
數
慰
詩
有
り
三
、
文
徴
明
の
お
も
い
や
り
藷
森
花
石
掩
精
臆
請
森
と
し
て
花
石
精
濾
を
掩
ひ
時
有
情
風
爲
掃
除
時
に
清
風
有
り
て
掃
除
を
爲
す
天
氣
向
温
春
候
早
天
気
温
に
向
か
っ
て
春
候
早
し
饒
盆
間
看
小
勝
魚
盆
を
繰
っ
て
間
か
に
看
る
小
勝
魚
花
が
咲
き
岩
の
し
つ
ら
え
ら
れ
た
庭
。
と
き
ど
き
風
が
吹
い
て
く
る
。
庭
を
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
が
ら
盆
の
中
を
泳
ぐ
小
さ
な
魚
を
見
て
い
る
作
者
の
心
は
穏
や
か
で
、
の
び
の
び
し
て
い
る
。
時
々
炊
く
清
風
が
掃
除
す
る
の
は
、
庭
に
落
ち
て
い
る
花
び
ら
や
葉
な
ど
で
あ
ろ
う
が
、
作
者
の
心
の
モ
ャ
も
清
ら
か
に
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
心
の
モ
ャ
と
は
、
前
年
台
試
に
不
合
格
と
な
っ
た
こ
と
、
（４）
父
親
に
悪
態
を
つ
か
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
。
其
の
一
一
。
宴
坐
融
融
日
滿
齋
宴
坐
融
融
日
齋
に
満
つ
春
情
不
上
野
人
懐
春
情
上
ら
ず
野
人
の
懐
艫
香
鉗
蓋
鶏
聲
歌
艫
香
蛸
へ
尽
く
し
て
鶏
声
歌
み
－
樹
花
蔭
過
午
階
一
樹
の
花
蔭
午
階
を
過
ぐ
暖
か
な
日
の
溢
れ
る
書
斎
に
宴
坐
し
て
も
、
春
の
浮
い
た
気
持
ち
に
は
な
ら
な
い
。
気
が
つ
け
ば
、
香
炉
の
香
り
も
消
え
、
鶏
の
声
も
止
み
、
花
の
影
も
移
っ
ていた。「春情上らず野人の懐」と一一一一向う「野人の懐」は、徐頑卿の心
で
あ
る
が
、
な
ぜ
春
の
浮
い
た
気
持
ち
に
な
れ
な
い
の
か
。
恐
ら
く
そ
れ
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
、
多
く
の
人
々
の
冷
た
い
目
や
非
難
、
孤
独
で
寂
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
ろ
う
。
文
徴
明
の
「
立
春
前
一
日
昌
國
過
訪
停
雲
館
同
賦
」
其
の
一
は
、
こ
れ
を
受
け
る
か
た
ち
で
次
の
よ
う
に
詠
う
。
繰
階
寒
色
淡
晴
輝
階
を
繰
る
寒
色
晴
輝
淡
し
6８
一
楊
蓼
蓼
對
掩
扉
一
楊
蓼
蓼
掩
扉
に
対
す
日
午
隔
簾
聞
笑
語
日
午
簾
を
隔
て
て
笑
語
を
聞
く
東
家
兒
女
看
春
歸
東
家
の
児
女
春
を
看
て
帰
る
前
半
の
二
句
は
寂
し
い
情
景
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
児
女
た
ち
が
花
見
か
ら
帰
っ
て
き
た
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
さ
あ
、
沈
み
込
む
の
は
こ
こ
ま
で
、
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
い
つ
で
も
我
が
家
を
訪
ね
て
お
い
で
よ
、
貧
乏
で
何
も
な
い
が
、
両
壁
に
は
本
が
あ
る
し
、
香
も
あ
る
か
ら
、
と
其
の二○自
是
與
君
還
往
熟
是
れ
よ
り
君
と
還
往
熟
さ
ん
新
年
三
辱
過
茅
堂
新
年
三
た
び
辱
じ
け
な
く
も
茅
堂
に
過
ぎ
ら
る
貧
家
無
物
掩
留
得
貧
家
物
と
し
て
掩
留
を
得
し
む
無
き
も
雨
壁
圖
書
一
往
香
両
壁
の
図
書
一
性
の
香
文
徴
明
は
徐
頑
卿
の
真
意
を
知
り
、
そ
の
人
と
為
り
を
理
解
し
、
「
是
よ
り
君
と
還
往
熟
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
弘
治
十
一
年
（
一
四
九
八
）
以
降
二
人
の
交
遊
は
親
密
の
度
を
増
し
、
詩
を
応
酬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
徴
明
の
や
さ
し
い
人
柄
は
、
弘
治
十
一
一
年
（
一
四
九
九
）
の
七
言
律
詩
「
停
雲
館
燕
坐
有
懐
昌
國
」
Ｓ
文
徴
明
集
』
巻
七
）
に
も
窺
え
る
。
お
と
ろ
山
館
無
人
午
蒙
獲
山
館
人
無
く
午
蒙
残
ふ
便
間
經
日
不
替
冠
便
間
日
を
経
て
冠
に
管
せ
ず
時
懸
茗
椀
躯
沈
困
時
に
茗
椀
に
愚
っ
て
沈
困
を
駆
り
川
有
害
編
適
燕
歓
卿
か
書
編
有
り
て
燕
歓
に
適
ふ
漠
漠
黄
梅
生
爆
潤
漠
漠
た
る
黄
梅
湿
潤
を
生
じ
繊
繊
白
苧
試
輕
軍
繊
繊
た
る
白
苧
軽
単
を
試
む
か
く
梧
桐
小
脚
陰
如
許
梧
桐
小
脚
陰
は
許
の
如
き
も
不
得
君
來
共
椅
欄
君
の
来
り
て
共
に
欄
に
筒
る
を
得
ず
そ
の
他
、
文
徴
明
の
徐
頓
卿
に
関
わ
る
詩
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
弘治十五年（一五○二）「秋夜懐昌國」（同巻一）
弘治十四年（一五○二「人日昌國西齋小集」（同巻七）
「懐銭孔周徐昌國」（同巻七）
弘治十五年（一五○二）「停雲館與昌國間坐」（同巻七）
弘
治
十
七
年
二
五
○
四
）
「
書
昌
國
憶
母
詩
後
」
（
同
巻
十
四
）
「
弘
治
甲
子
春
偕
林
屋
先
生
及
子
長
・
昌
穀
輩
、
放
棹
虎
丘
、
登
千
頃
、
雲
相
集
、
寛
日
把
酒
臨
風
、
不
覺
有
故
人
之
思
、
遂
即
景
圖
此
、
竝
繋
短
句
以
記
一
時
之
事
云
爾
」
（
同
補輯巻十二）
弘
治
十
七
年
二
五
○
四
）
沈
周
の
「
落
花
詩
」
に
文
人
た
ち
が
和
韻
の
詩
を
作
る
と
い
う
風
流
な
遊
び
が
行
わ
れ
た
。
徐
頑
卿
は
第
一
節
旧
の
よ
う
に
「
同
徴
明
和
答
石
田
先
生
落
花
之
什
」
と
、
直
接
沈
周
の
詩
に
和
韻
す
る
の
で
は
な
く
、
文
徴
明
の
「
和
答
石
田
先
生
落
花
十
首
」
に
和
韻
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
徐
頑
卿
と
文
徴
明
と
が
親
し
く
交
際
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
徐
頑
卿
は
頼
り
に
な
る
兄
の
よ
う
に
文
徴
明
を
慕
い
、
文
徴
明
は
弟
を
思
う
よ
う
に
徐
祓
卿
を
気
に
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
徐頑卿は文林への返書のなかで、詩歌を作って「性情を達す」る
6９
と
言
っ
て
い
た
。
同
じ
題
材
を
詠
っ
た
詩
、
例
え
ば
第
一
節
４
に
挙
げ
た
徐
祓
卿
の
「
詠
水
仙
花
」
と
文
徴
明
の
「
水
仙
」
を
読
む
と
、
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
。
まず徐頑卿の「詠水仙花」。七言絶句である。
花
月
叢
中
第
一
仙
花
月
叢
中
第
一
仙
か
ひ
ら
爲
渠
魂
塊
發
幽
研
渠
の
魂
魂
の
為
に
幽
枅
を
発
く
蓬
山
記
得
同
時
調
蓬
山
記
し
得
た
り
何
時
に
鏑
せ
ら
る
る
を
墜
落
塵
縁
二
十
年
塵
縁
に
墜
落
し
て
二
十
年
月
明
の
も
と
の
叢
中
の
一
水
仙
。
か
の
霊
魂
の
た
め
に
ひ
そ
か
に
美
し
い
を
開
く
。
蓬
莱
山
か
ら
と
も
に
睡
調
さ
れ
、
こ
の
世
に
落
ち
て
二
十
年
、
と
。
水
（５）
仙の花は、星が地に落ちたものとも一一一一ｍうが、ここでは「魂槐」のた
め
に
開
く
と
あ
る
の
で
星
と
は
関
係
が
な
い
。
そ
れ
で
は
「
渠
の
魂
蝋
」
と
は
誰
の
霊
魂
で
あ
ろ
う
か
。
詩
の
後
半
に
出
て
く
る
「
蓬
山
」
「
調
」
と
関
係
の
あ
る
「
魂
魂
」
、
す
な
わ
ち
清
ら
か
な
心
を
持
ち
な
が
ら
俗
界
で
不
遇
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
人
の
「
魂
晩
」
、
と
言
え
ば
、
第
一
に
屈
原
が
思
い
浮
か
ぶ
。
（６）
水
仙
は
、
水
中
の
仙
人
の
意
も
あ
り
、
川
原
を
指
す
こ
と
も
あ
る
。
文
徴
明
の
「
水
仙
」
の
詩
に
は
「
君
が
為
に
親
し
く
賦
せ
ん
返
魂
の
篇
」
と
も
あ
り
、
「
楚
辞」の招魂が連想される。
『
呉
郡
二
科
志
』
に
拠
る
と
、
徐
頑
卿
は
し
ば
し
ば
台
試
に
合
格
せ
ず
、
屈
原
の
「
離
騒
」
に
感
じ
て
『
嘆
嘆
集
」
を
作
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
水
仙
」
の
詩
が
詠
わ
れ
る
前
年
、
徐
頑
卿
は
台
試
に
不
合
格
に
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
屈
原
へ
の
思
い
の
募
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
「
渠
の
魂
魂
」
と
は
屈
原
の
霊
魂
で
あ
り
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
水
仙
が
ひ
そ
か
に
美
し
く
咲
く
、
そ
し
て
自
分
も
清
い
心
を
持
ち
な
が
ら
塵
縁
に
墜
落
し
て
二
十
年
、
と
屈
原
に
な
ぞ
ら
え
る
の
で
あ
る
。
徐祓卿の詩は、王世貞（’五一一六～一五九○）の『藝苑危言』に、
白
雲
自
ら
流
れ
、
山
泉
冷
然
、
残
雪
地
に
在
り
、
新
月
に
掩
映
す
る
が
如
し。又飛天の仙人、偶ご下界に勝び、下界に染まらざるが如し。
（如白雲自流、山泉冷然、礒雪在地、掩映新月。又如飛天仙人、
偶源下界、不染下界）
と
評
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
徐
頑
卿
自
身
艇
調
さ
れ
た
「
仙
人
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
徐
頑
卿
の
自
負
と
務
持
に
溢
れ
る
詩
に
対
し
て
、
文
徴
明
の
詩
は
花
そ
の
も
の
を
詠
い
、
徐
頑
卿
を
や
ん
わ
り
包
み
込
む
。
思
い
や
り
に
溢
れ
る
、
し
み
じ
み
と
し
た
詩
で
あ
る
。
幽
姿
再
再
弄
晴
烟
幽
姿
再
再
晴
烟
を
弄
す
風
骨
清
妹
絶
可
憐
風
骨
清
妹
絶
だ
憐
む
く
し
ち
か
翠
帯
偶
寒
秋
快
簿
翠
帯
窪
に
催
づ
き
て
秋
快
簿
く
か
ご
玉
蕊
量
碧
曉
肌
鮮
玉
蕊
碧
を
量
に
し
て
曉
肌
鮮
や
か
な
り
未
論
揺
月
堪
爲
侃
未
だ
論
ぜ
ず
揺
月
楓
と
爲
す
に
堪
ふ
る
を
も
若
使
凌
波
直
欲
仙
若
し
凌
波
せ
し
む
れ
ば
直
ち
に
仙
な
ら
ん
と
欲
す
み
だ
香
夢
攪
人
眠
不
得
香
夢
人
を
攪
し
て
眠
り
得
ず
た
め
爲
君
親
賦
返
魂
篇
君
が
為
に
親
し
く
賦
せ
ん
返
魂
の
篇
7０
四
、
洞
庭
唱
和
詩
二
人
の
詩
の
唱
和
で
最
も
記
念
す
べ
き
も
の
は
、
第
一
節
の
田
、
ｕ
に
挙
げ
た
、
弘
治
十
六
年
（
一
五
○
三
）
の
洞
庭
の
詩
で
あ
る
。
文
徴
明
の
「
勝
洞
庭
東山詩序」（「文徴明集」補輯巻十九）によれば、徐頑卿がまず洞庭
阿
山
に
登
っ
て
紀
遊
八
首
を
作
り
、
文
徴
明
が
こ
れ
に
和
し
た
。
西
山
の
形
勝
が
目
の
前
に
あ
る
か
の
よ
う
に
感
動
し
た
文
徴
明
は
、
東
山
に
登
っ
て
詩
七
首
（｛Ｉ）
を
得
て
徐
頑
卿
に
示
し
、
「
之
を
し
て
響
を
継
が
し
め
た
」
。
文
徴
明
の
詩
は
「
勝
洞
庭
東
山
詩
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
和
し
た
の
が
徐
頑
卿
の
「
奉
和
徴
明
勝
洞
庭
東
山
詩
」
で
あ
る
。
つ
い
で
先
に
作
ら
れ
た
徐
頓
卿
の
「
淋
洞
庭
西
山
詩
」
に
文
徴
明
が
再
び
和
し
て
「
再
和
昌
國
勝
洞
庭
西
山
詩
」
を
作
っ
た
。
す
な
わ
ち、唱和の経緯は、徐頑卿「勝洞庭西山詩」（八首）↓文徴明の和詩、
「瀧洞庭東山詩」（七首）↓徐頓卿「奉和徴明勝洞庭東山詩」（七首）
↓
文
徴
明
「
再
和
昌
國
勝
洞
庭
西
山
詩
」
（
八
首
）
で
あ
る
。
文
徴
明
の
最
初
の
両
山
和
詩
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
。
徐
頑
卿
が
西
山
に
登
っ
た
の
は
弘
治
十
六
年
（
’
五
○
三
）
五
月
、
文
徴
明
が
東
山
に
登
っ
た
の
は
同
年
十
川
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
洞
庭
西
山
・
東
山
の
唱
和
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
二
首
ず
つ
見
て
み
よ
う
。
（１）洞庭西山の唱和詩
徐
頑
卿
は
、
胃
口
か
ら
舟
で
太
湖
に
入
り
、
酒
村
か
ら
洞
庭
西
山
に
上
陸
し
て
友
人
陸
氏
の
層
に
泊
ま
り
、
翌
日
馬
に
む
ち
打
っ
て
繧
繩
峰
に
登
っ
た
。
西
湖
寺
や
林
屋
洞
、
資
慶
寺
に
遊
ん
で
、
留
る
こ
と
お
よ
そ
四
日
、
西
山
の
勝
地
の
半
ば
を
見
て
回
っ
た
。
八
首
の
詩
題
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
文
徴
明
の
和
詩
で
題
の
異
な
る
も
の
は
（
）
内
に
示
す
。
自
胃
口
入
太
湖
登
緤
繩
峰
下
標
繩
峰
小
憩
西
湖
寺
經
桃
花
鳴
勝
林
屋
洞
（
左
祁
洞
）
勝
林
屋
洞
歸
道
中
偶
作
（
左
肺
道
中
）
謁
毛
公
壇
雨
不
果
（
謁
毛
公
壇
雨
不
果
行
）
勝
資
慶
寺
ここでは徐頼卿と文徴明の「登緤綱峰」、徐祓卿の「瀧林屋洞」・
文
徴
明
の
「
左
紳
洞
」
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
標
繩
峰
は
、
西
洞
庭
で
最
も
高
い
山
で
あ
る
。
徐
頓
卿
の
「
登
標
繍
峰
」
。
露
峰
俊
偉
挿
呉
天
霊
峰
俊
偉
呉
天
を
挿
す
鹿
道
斜
通
密
草
間
鹿
道
斜
め
に
通
ず
密
草
の
間
波
漠
遙
疑
下
方
雨
波
は
漠
く
し
て
遙
か
に
疑
ふ
下
方
の
雨
煙
明
微
見
隔
州
山
煙
は
明
か
に
し
て
微
か
に
見
る
隔
州
の
山
藥
苗
細
染
雲
絲
碧
薬
苗
細
か
に
雲
糸
を
染
め
て
碧
に
石
鬚
重
生
錐
尾
斑
石
鬚
重
ね
て
推
尾
を
生
じ
て
斑
な
り
塵
骨
未
仙
留
不
得
塵
骨
未
だ
仙
な
ら
ざ
れ
ば
留
ま
り
得
ず
剛
風
吹
冷
布
抱
還
剛
風
吹
い
て
冷
や
や
か
な
り
布
抱
の
還
る
に
霊
山
は
高
く
空
に
誓
え
、
鹿
の
通
る
道
が
草
の
な
か
を
斜
め
に
通
じ
て
い
る
。
太
湖
の
波
は
見
え
な
い
。
雨
が
降
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ヤ
が
切
れ
る
あ
た
り
、
微
か
に
対
岸
の
山
が
見
え
る
。
薬
草
の
苗
が
雲
を
緑
に
染
め
、
Ｒ
が
差
す
と
岩
に
錐
の
尾
の
よ
う
な
ま
だ
ら
な
陰
が
生
じ
る
。
俗
に
汚
れ
て
仙
に
な
れ
な
い
私
は
こ
こ
に
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
山
を
下
る
途
中
、
上
空
を
強
風
が
吹
い
て
着
物
が
冷
た
く
な
っ
た
。
7１
詩
は
、
作
者
の
思
い
に
よ
っ
て
風
景
が
切
り
取
ら
れ
、
詩
の
テ
ー
マ
に
そ
っ
（８）
て一一一一口葉が選ばれる。徐頑卿の詩では、頸聯の「藥苗」「雲絲」「石鬚」
「維尾」に作者ならではの視点がある。「藥苗」は、標繩峰が仙人の
住
む
霊
山
な
の
で
当
然
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
徐
頓
卿
が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
う
風
物
に
眼
が
向
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
雲
絲
」
は
糸
の
よ
う
に
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
次
々
と
立
ち
上
る
雲
の
こ
と
。
「
石
蒻
」
は
、
立
ち
上
る
雲
の
合
間
か
ら
と
き
お
り
差
す
光
に
よ
っ
て
で
き
る
岩
の
陰
。
「
推
尾」は唯の尾のことであるが、「維尾扇」を暗示しようか。「推尾扇」
は
儀
仗
の
一
つ
で
、
周
囲
に
錐
の
羽
を
並
ぺ
て
飾
っ
た
大
団
扇
で
あ
る
。
杜
甫
の
「
秋
興
」
五
に
「
雲
は
移
り
て
錐
尾
宮
扇
を
開
き
、
日
は
繰
り
て
龍
鱗
聖
顔
を
織
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
徐
頑
卿
の
詩
の
頸
聯
は
、
病
気
が
ち
で
は
あ
る
が
青
雲
の
志
が
止
ま
ず
、
岩
肌
に
で
き
る
陰
影
か
ら
朝
廷
の
儀
仗
の
維
尾
扇
を
連
想
し
た
、
と
も
取
れ
る
。
錐
の
尾
か
ら
朝
廷
の
儀
仗
が
連
想
さ
れ
る
の
は
科
挙
に
合
格
し
て
出
世
す
る
俗
念
が
あ
る
か
ら
で
、
そ
こ
で
次
の
句
の
「
塵
骨
未
だ仙ならず」と詠われる。「剛風」は、道家で上空を吹く風をいう。
（９）
『抱朴子』に「地を去る一」と四千里、風力猛壮、剛風枇界有り」と
あ
る
。
こ
れ
は
前
の
句
の
「
仙
」
と
掛
け
て
い
る
。
俗
念
の
消
え
な
い
者
に
は
霊
山
は
冷
た
く
、
霊
山
に
住
む
仙
人
に
冷
た
く
拒
絶
さ
れ
た
、
と
い
う
趣
向
で
ある。
文
徴
明
の
詩
は
、
緤
繩
峰
に
登
っ
た
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
冬
に
東
山
を
登
っ
た
経
験
を
反
映
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
詩
は
秋
の
晴
れ
た
夕
方
に
な
っ
て
い
る
。
薙
草
遙
遵
鹿
免
蹴
薙
草
遙
か
に
遵
ふ
鹿
免
の
跳
飛
嵐
佛
袖
映
疏
松
飛
嵐
袖
を
払
ひ
疏
松
映
ず
平
湖
萬
頃
玻
璃
色
平
湖
万
頃
玻
璃
の
色
落
日
千
尋
標
繩
峰
落
日
千
尋
繧
繩
の
峰
烟
樹
呉
都
晴
上
掌
烟
樹
呉
都
晴
れ
て
掌
に
上
りみ
秋
風
雲
夢
晩
填
胸
秋
風
雲
夢
晩
れ
て
胸
に
填
つ
わ
ず
ら
無
煩
咋
指
傷
韓
愈
煩
ふ
｝
」
と
無
か
れ
咋
指
（
？
）
韓
愈
を
傷
む
を
ま
ま
儘
有
間
情
在
短
策
儘
間
情
の
短
策
に
在
る
有
り
鹿
や
兎
の
通
っ
た
跡
を
た
ど
っ
て
行
く
と
、
青
々
と
し
た
山
の
気
が
袖
を
払
い
、
ま
ば
ら
な
松
が
映
え
る
。
太
湖
は
波
静
か
に
広
々
と
し
た
瑠
璃
色
、
夕
陽
が
千
尋
の
標
繩
峰
に
落
ち
か
か
る
。
緑
に
け
む
る
木
々
や
呉
の
都
は
、
晴
れ
て
い
れ
ば
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、
秋
風
の
吹
く
太
湖
は
暮
れ
か
か
る
と
雲
夢
の
沢
の
よ
う
に
悲
し
み
が
胸
に
満
ち
る
。
韓
愈
の
よ
う
に
境
遇
を
悲
し
む
こ
と
は
な
い
。
短
い
旅
の
あ
い
だ
に
も
楽
し
い
気
分
に
な
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
楽
し
め
ば
い
い
の
だ
よ
。
第七句の「咋指」は不明である。「韓愈」とどう結びつくのか。「咋
指
」
は
あ
る
い
は
「
咋
暗
」
の
誤
り
か
。
「
咋
暗
」
は
、
ひ
な
う
た
の
こ
と
。
韓
愈
は
「
琴
操
」
十
首
の
一
つ
に
「
推
朝
飛
操
」
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
徐
頑
卿
の
「
維
尾
」
と
呼
応
す
る
。
「
雄
朝
飛
操
」
は
自
分
の
境
遇
を
悲
し
（皿）
む
歌
で
あ
る
。
も
し
「
咋
暗
」
な
ら
ば
、
第
七
句
目
は
、
歌
を
作
っ
て
韓
愈
を
傷
も
う
な
ど
と
悩
む
こ
と
は
な
い
、
あ
る
い
は
韓
愈
の
よ
う
に
歌
を
作
っ
て
人
生
を
嘆
く
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
意
味
合
い
に
な
る
。
7２
二
人
の
詩
は
、
季
節
や
天
候
の
違
い
は
あ
る
が
、
徐
頑
卿
の
詩
は
「
細
か
く
」
「
鋭
く
」
「
切
実
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
文
徴
明
の
詩
は
「
大
き
く
」
「
穏
や
か
で
」
「
余
裕
」
が
あ
る
。
徐
頑
卿
が
「
個
人
的
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
文
徴
明
が
「
教
訓
的
」
で
あ
る
の
は
、
和
詩
で
あ
る
こ
と
と
、
年
齢
差
に
由
る
の
で
あろう。
標
繩
峰
の
南
は
竹
鳩
嶺
、
そ
の
南
は
飛
仙
山
。
そ
の
や
や
東
に
洞
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
林
屋
洞
が
あ
る
。
林
屋
洞
は
、
十
大
洞
天
の
第
九
番
目
で
、
｜
名
「
左
神
幽
虚
の
天
洞
」
と
も
言
う
。
一
一
一
門
あ
り
、
と
も
に
一
つ
の
穴
に
通
じ
る
。
ま
ず徐順卿の「勝林屋洞」。
な
か
ひ
ら
劃
然
中
諮
悉
然
浮
劃
然
と
し
て
中
諮
け
悉
然
と
し
て
浮
か
ぶ
一
径
微
通
玉
府
幽
一
径
微
か
に
通
じ
て
玉
府
幽
な
り
籠
炬
漸
遙
無
燕
擾
籠
炬
漸
や
く
遙
か
に
し
て
燕
擾
無
く
扶
爺
多
蹟
有
狼
憂
扶
策
多
く
蹟
き
て
狼
憂
有
り
苔
泥
淺
漬
寒
濡
足
苔
泥
浅
漬
寒
足
を
濡
し
雲
石
餘
筋
鋭
鯛
頭
雲
石
余
筋
鋭
頭
に
触
る
丹
刻
縦
存
何
虚
覚
丹
刻
縦
ひ
存
す
る
も
何
れ
の
処
に
か
覚
め
ん
十
年
鉋
願
只
虚
酬
十
年
飽
く
ま
で
願
ふ
も
只
だ
虚
酬
入
り
口
は
狭
い
が
中
に
入
る
と
急
に
ひ
ら
け
、
中
空
に
浮
い
た
か
の
よ
う
。
一
本
の
小
道
が
か
す
か
に
通
っ
て
玉
府
は
幽
玄
。
明
か
り
を
点
し
て
奥
へ
進
む
と
騒
が
し
い
音
も
な
く
な
り
、
杖
を
つ
い
て
歩
い
て
い
て
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
蹟
い
て
心
細
い
。
窪
み
の
水
で
足
が
濡
れ
る
と
身
体
全
体
が
寒
々
と
し
、
雲
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
岩
が
突
き
出
て
い
て
、
頭
に
ぶ
つ
か
っ
て
痛
い
。
丹
刻
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
十
年
間
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
ど
こ
に
も
手
が
か
り
は
な
い
。
「
丹
刻
」
は
、
禺
が
得
た
と
い
う
不
死
の
方
法
の
書
か
れ
た
書
。
包
山
Ⅱ
洞
か
く
（Ⅲ）
庭
西
山
の
石
屋
に
蔵
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
徐
頑
卿
は
十
年
前
か
ら
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
来
て
み
た
が
、
ま
っ
た
く
手
が
か
り
が
な
か
っ
た
、
と
嘆
く
。
文
徴
明
の
和
詩
「
左
神
洞
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
裏
糧
懐
炬
探
幽
玄
糧
を
裏
み
炬
を
懐
き
て
幽
玄
を
探
る
か
ん
が
梢
即
晧
冴
復
曠
然
梢
や
即
ち
吃
研
し
て
復
た
曠
然
と
う
け
つ
蕩
橘
微
間
頭
上
浪
蕩
橘
微
か
に
聞
く
頭
上
の
浪
光
晶
別
有
地
中
天
光
晶
別
に
有
り
地
中
の
天
と
千
年
何
物
后
丹
刻
千
年
何
物
ぞ
丹
刻
を
扁
ざ
す
－
勺
憐
君
負
紫
泉
一
勺
君
を
憐
れ
む
紫
泉
に
負
く
を
莫
嘆
虚
酬
十
年
願
嘆
ず
る
莫
か
れ
虚
酬
十
年
の
願
ひ
祇
應
凡
骨
未
能
仙
祇
だ
応
に
凡
骨
の
未
だ
能
く
仙
な
ら
ざ
る
く
し
食
料
を
包
み
、
松
明
を
持
ち
、
幽
玄
を
探
る
。
最
初
は
狭
い
が
少
し
行
く
と
す
ぐ
に
広
く
な
る
。
頭
上
に
は
微
か
に
泉
が
わ
き
出
る
音
が
す
る
。
光
が
輝
き
地
中
に
別
の
世
界
が
あ
る
。
千
年
も
の
間
、
丹
刻
を
隠
し
て
い
る
の
は
誰
か
。
仙界から遠ざかっている君をちょっと憐れに思う。十年の願いが空
し
か
っ
た
と
嘆
く
な
か
れ
・
丹
刻
が
見
つ
か
ら
な
い
の
は
、
き
っ
と
君
の
凡
骨
が
ま
だ
仙
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
け
さ
。
徐
頑
卿
が
丹
刻
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
う
の
に
応
じ
て
、
文
徴
明
は
ま
だ
凡
骨
の
ま
ま
で
仙
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
当
7３
然
、
と
言
う
。
こ
こ
で
見
た
一
一
首
は
、
徐
頑
卿
の
「
仙
」
志
向
に
対
し
て
、
文
徴
明
は
ま
だ
「
俗
」
だ
よ
、
と
い
う
返
し
で
あ
る
。
（２）洞庭東山の唱和詩
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
洞
庭
東
山
の
詩
は
、
さ
き
の
洞
庭
西
山
と
逆
で
、
文
徴
明
は
山
も
「
俗
」
化
し
て
し
ま
っ
た
し
、
自
分
も
「
俗
」
だ
と
言
う
の
に
対
し
て
、
徐
頓
卿
は
「
仙
」
は
そ
の
人
の
見
方
次
第
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
仙
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
、
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
文
徴
明
が
作
っ
た
「
洞
庭
東
山
」
の
詩
題
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
徐
頑
卿
の
和
詩
で
題
の
異
な
る
も
の
は
（
）
内
に
示
す
。
太
湖
（
過
太
湖
）
百
街
嶺
（
登
洞
庭
）
宿
静
観
模
瀧
能
仁
彌
勒
（
瀧
能
仁
彌
勒
二
寺
）
宿
露
源
寺
翠
峯
寺
（
勝
翠
峯
寺
）
勝
洞
庭
將
歸
再
賦
文
徴
明
の
「
百
街
嶺
」
は
一
本
「
莫
蘆
峯
」
に
作
る
。
莫
蘆
山
の
峰
の
最
も
高いものを莫麓峯と一一一一口う。莫賛山は、｜名胃母山。子胃がかってこ
こ
に
母
を
迎
え
た
か
ら
と
い
う
。
あ
る
い
は
暗
の
時
、
莫
蘆
将
軍
が
駐
屯
し
た
からとも。
き
ん
き
遙
街
石
燈
縛
嵌
崎
遙
街
の
石
燈
転
た
歎
崎
落
日
扶
輿
下
嶺
遅
落
日
輿
を
扶
け
て
嶺
を
下
る
こ
と
遅
し
へ
い
き
た
め
與
樹
蔽
謄
湖
再
再
樹
の
蔽
膨
す
る
が
与
に
湖
は
再
再
た
り
因
山
高
下
屋
曇
曇
山
の
高
下
に
因
り
て
屋
は
累
累
た
り
ほ
し
い
ま
ま
倹
勤
成
俗
從
知
富
倹
勤
俗
と
成
り
て
従
に
富
を
知
り
露
秀
鍾
人
信
有
奇
霊
秀
人
を
鐘
め
て
信
に
奇
な
る
有
り
十
載
一
行
殊
恨
晩
十
載
に
一
た
び
行
く
は
殊
に
晩
き
を
恨
む
分
金
不
見
橘
黄
時
分
全
見
え
ず
橘
の
黄
な
る
時
遙
街
嶺
の
石
段
は
急
で
険
し
い
。
日
が
沈
ん
で
、
駕
籠
は
ゆ
っ
く
り
峰
を
下
る
。
木
々
に
覆
い
隠
さ
れ
て
太
湖
は
き
れ
ぎ
れ
に
見
え
、
山
の
高
低
に
し
た
が
っ
て
家
は
か
さ
な
る
よ
う
に
連
な
る
。
謙
虚
に
精
を
出
し
て
働
く
こ
と
が
富
み
を
蓄
え
る
俗
習
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
景
色
が
人
を
集
め
て
様
変
わ
り
し
て
し
ま
っ
た
。
十
年
に
一
度
し
か
来
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。
ミ
カ
ン
の
実
が
黄
色
く
熟
す
時
、
地
相
は
見
え
な
い
。
山
を
ゆ
っ
く
り
下
り
な
が
ら
、
家
が
建
ち
並
ん
だ
り
し
て
山
が
す
っ
か
り
俗
に
汚
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
言
い
、
も
っ
と
早
く
来
れ
ば
よ
か
っ
た
、
い
ま
地
相
を
占
お
う
に
も
ミ
カ
ン
が
実
っ
て
い
て
見
え
な
い
、
と
ち
ょ
っ
と
お
ど
け
た
詠
い
方
を
す
る
。
こ
の
詩
に
和
し
た
徐
頑
卿
の
「
登
洞
庭
」
は
、めぐ
鳴
僻
雲
深
石
經
迂
鳩
は
僻
に
雲
は
深
く
し
て
石
径
迂
る
よ
漸
從
平
履
渉
崎
服
漸
く
平
履
従
り
崎
服
に
捗
る
か
く
煙
沈
遠
景
山
藏
屋
煙
は
遠
景
に
沈
ん
で
山
は
屋
を
蔵
し
林
逗
微
明
日
堕
湖
林
は
微
明
を
逗
め
て
日
は
湖
に
瞳
つ
佳
境
到
時
應
就
宿
佳
境
到
る
時
応
に
宿
に
就
く
ぺ
し
ま
き
一
眉
輿
停
虚
合
臨
圖
｜
眉
輿
停
る
処
合
に
図
に
臨
む
ぺ
し
莫
麓
絶
頂
君
還
上
莫
蘆
の
絶
頂
君
還
た
上
ら
ば
得
似
隣
峰
繧
繩
無
隣
峰
の
緤
締
に
似
る
を
得
る
無
か
ら
ん
や
雲
は
深
く
、
石
の
小
径
が
め
ぐ
る
。
平
坦
な
と
こ
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
険
し
い
と
こ
ろ
へ
と
進
む
。
モ
ャ
は
遠
く
に
か
す
ん
で
山
は
家
を
隠
し
、
林
は
薄
明
7４
か
り
を
と
ど
め
て
日
は
太
湖
に
沈
む
。
佳
境
に
つ
い
た
ら
宿
を
と
り
、
車
が
止
ま
っ
た
ら
地
図
を
開
け
ば
い
い
。
莫
蘆
の
絶
頂
に
上
っ
た
な
ら
、
き
っ
と
標
綱
峰
に
居
る
よ
う
な
気
分
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
標
繩
山
の
東
側
、
北
に
向
か
っ
て
鳳
凰
山
、
七
賢
山
が
あ
り
、
東
に
天
王
山
、
桃
花
鳩
山
が
あ
る
。
「
鳴
僻
」
の
「
鳩
」
は
桃
花
鳴
川
の
よ
う
な
低
い
山
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
桃
花
鳩
山
は
徐
頑
卿
の
当
時
、
す
で
に
原
野
に
な
っ
て
い
（旧）
た。文
徴
明
が
山
は
俗
に
汚
れ
た
と
嘆
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
徐
頓
卿
は
地
図
で
佳
境
を
探
し
て
そ
こ
で
宿
を
と
れ
ば
よ
い
、
莫
萱
の
絶
頂
に
上
っ
た
な
ら
、
標
繩
の
よ
う
な
景
色
に
出
会
い
ま
す
よ
、
と
慰
め
る
。
文
徴
明
が
夕
方
の
情
景
を
詠
う
の
に
、
徐
頑
卿
も
夕
景
を
詠
っ
て
和
し
て
い
る
。
次
に
「
勝
能
仁
彌
勒
」
。
一
本
「
勝
能
仁
彌
勒
二
寺
」
に
作
る
。
能
仁
寺
と
彌
勒
寺
の
二
寺
に
遊
ん
だ
詩
で
あ
る
。
能
仁
寺
は
、
東
山
長
所
の
東
嶺
に
あ
る
。
梁
の
天
監
二
年
の
建
立
。
内
に
四
洲
塔
池
が
あ
る
。
塔
影
が
逆
さ
ま
に
懸
か
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
彌
勒
寺
は
、
東
山
飯
石
峰
の
下
に
あ
る
。
唐
の
開
元
、
僧
の
遠
潔
が
里
人
の
葉
元
凱
を
募
っ
て
建
て
た
と
い
う
。
毎
夜
山
頂
へ
行
っ
て
飯
を
施
し
孤
魂
を
済
っ
て
い
る
と
、
飯
が
化
し
て
石
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
飯
石
峰
と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
ず
、
文
徴
明
。
篭
然
臺
殿
鎖
芙
蓉
麓
然
た
る
台
殿
芙
蓉
鎖
ざ
す
見
客
山
僧
自
打
鐘
客
を
見
て
山
僧
自
ら
鐘
を
打
つ
小
艦
浮
空
秋
水
閣
小
椎
空
に
浮
か
ぶ
秋
水
の
閣
虚
庭
随
影
夕
陽
松
虚
庭
影
に
随
ふ
夕
陽
の
松
泗
州
名
在
池
無
塔
泗
州
名
は
在
り
て
池
に
塔
無
し
飯
石
師
歸
寺
有
峰
飯
石
師
は
帰
し
て
寺
に
峰
有
り
欲
掃
南
惜
留
半
偶
南
惜
を
掃
っ
て
半
偶
を
留
め
ん
と
欲
す
る
も
白
雲
同
首
塊
塵
跳
白
雲
首
を
回
ら
し
て
塵
縦
に
槐
づ
草
木
や
蓮
が
篭
蒼
と
茂
る
寺
、
客
人
を
見
て
僧
が
み
ず
か
ら
鐘
を
打
つ
。
秋
の
水
の
ほ
と
り
、
高
殿
の
欄
干
が
空
に
浮
か
び
、
人
気
の
な
い
庭
に
、
夕
陽
が
傾
く
に
し
た
が
っ
て
松
の
影
が
移
る
。
泗
州
の
名
は
残
っ
て
い
る
が
、
池
に
は
塔
は
な
く
、
飯
石
禅
師
は
遷
化
し
た
が
、
寺
に
は
飯
石
と
い
う
名
の
峰
が
残
っ
て
い
る
。
南
の
垣
根
の
汚
れ
を
払
っ
て
半
偶
を
書
き
留
め
よ
う
と
し
た
が
、
白
い
雲
を
振
り
返
っ
て
見
て
は
、
自
分
の
俗
に
ま
み
れ
た
こ
れ
ま
で
の
歩
み
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。
徐頑卿は次のように和している。「勝能仁彌勒二寺」
古
殿
秋
荒
落
晩
噂
古
殿
秋
荒
れ
て
晩
噂
落
つ
扣
門
先
伯
鹿
驚
群
門
を
扣
い
て
先
づ
伯
る
鹿
の
驚
く
群
に
露
池
石
胤
金
龍
隠
露
池
石
乱
れ
て
金
龍
隠
れ
梵
磐
聲
清
玉
洞
聞
梵
磐
声
清
く
し
て
玉
洞
よ
り
聞
こ
ゆ
勝
客
到
稀
塵
裏
鉢
勝
客
到
る
こ
と
稀
に
し
て
塵
は
鉢
を
裏
み
高
僧
化
後
鶴
哀
雲
高
僧
化
せ
し
後
鶴
は
雲
を
哀
し
む
幽
懐
槐
失
煩
君
問
幽
懐
失
ふ
を
塊
づ
る
も
君
の
問
ひ
を
煩
は
さ
ん
何
日
輝
躰
許
見
分
何
れ
の
日
か
禅
林
分
く
る
を
許
さ
れ
ん
や
秋
、
荒
れ
た
古
殿
に
夕
陽
が
落
ち
る
。
門
を
叩
く
と
、
鹿
の
群
が
驚
い
て
逃
げ
る
の
に
、
こ
ち
ら
が
び
っ
く
り
す
る
。
霊
池
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
岩
に
金
7５
詩
の
哨
和
は
、
唐
の
中
頃
ま
で
は
詩
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
唱
和
す
る
「
和
意
」
で
あ
っ
た
が
、
唐
の
口
居
易
・
元
槇
、
皮
Ⅱ
休
・
陸
亀
蒙
の
こ
ろ
か
ら
「
和
韻
」
（、）
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
宋
代
で
は
和
韻
が
さ
ら
に
厳
格
に
な
り
「
依
韻
」
「
用
韻
」
「
次
韻」の三種が行われるようになるが、徐頑卿・文徴明の
唱
和
は
、
「
和
韻
」
で
は
な
く
「
和
意
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
徐
頑
卿
と
文
徴
明
の
よ
う
な
風
流
韻
事
は
、
明
代
の
、
し
か
も
蘇
州
だ
か
ら
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
徴
明
の
「
遊
洞
庭
東
山
詩
序
」
一） 龍が
隠
れ
、
寺
の
磐
の
音
が
玉
洞
か
ら
響
く
よ
う
に
清
ら
か
に
聞
こ
え
る
。
客
の
訪
ね
て
く
る
の
が
稀
な
た
め
鉢
は
塵
に
ま
み
れ
、
高
僧
が
遷
化
し
た
あ
と
、
鶴
は
乗
る
べ
き
仙
人
の
い
な
い
雲
を
哀
し
む
。
幽
懐
を
失
っ
て
恥
ず
か
し
が
っ
て
お
い
で
で
す
が
、
あ
え
て
あ
な
た
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
い
つ
の
日
か
座
禅
の
席
に
つ
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
お
思
い
な
の
で
す
か
？
「
幽
懐
」
は
、
心
の
奥
の
お
も
い
。
こ
こ
で
は
仙
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
「
禰
林
」
は
、
座
禅
す
る
た
め
の
定
ま
っ
た
席
。
文
徴
明
が
先
の
詩
で
、
南
惜
に
偶
を
書
き
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
俗
に
染
ま
っ
て
い
る
の
が
恥
ず
か
し
い
、
と
言
う
の
を
承
け
て
、
徐
祓
卿
は
、
ほ
ん
と
う
に
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
座
禅
の
席
に
つ
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
ね
、
と
言
う
。
徐
頑
卿
の
詩
は
「
奉
和
徴
明
勝
洞
庭
東
山
詩
」
と
「
奉
和
」
と
題
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
徴
明
を
敬
い
な
が
ら
も
、
親
密
な
情
を
流
露
さ
せ
て
い
る
。
お
わ
り
に
昔
皮
襲
美
洞
庭
に
遊
び
、
古
詩
二
十
篇
を
作
り
、
而
し
て
陸
魯
望
之
に
和
す
。
其
の
風
流
文
雅
今
に
至
る
ま
で
、
千
載
猶
ほ
人
を
し
て
読
み
て
鐡
を
興きしむ。（昔皮襲美遊洞庭、作古詩二十篇、而陸魯望和之。
其風流文雅至干今、千載猶使人讃而興鑑。）
と一一一一口うように、洞庭の詩の唱和は皮日休と陸亀蒙にすでにある。し
かし、然
れ
ど
も
之
を
鹿
門
（
皮
日
休
）
の
題
す
る
所
に
老
ふ
る
に
、
阿
山
の
跡
多
く
し
て
、
東
山
の
勝
は
、
固
よ
り
未
だ
天
随
（
陸
亀
蒙
）
に
侶
有
る
を
な
あ
ら
か
じ
聞
か
ざ
る
な
り
。
陸
公
猶
ほ
負
く
こ
と
有
る
微
き
を
得
ん
や
。
予
め
睦
公
し
か
に
千
て
役
と
為
す
能
は
ず
、
巾
れ
ど
も
、
東
山
の
行
は
、
徐
子
に
負
く
こ
こ
い
ね
が
と無きを庶幾ふ。（然考之鹿門所題、多西山之跡、而東山之勝、
固
未
聞
天
随
有
信
也
。
得
微
陸
公
猶
有
負
乎
。
予
干
陸
公
不
能
爲
役
、
而
庶幾東山之行、無負干徐子。）
西
山
で
は
勝
跡
が
多
く
、
唱
和
も
あ
る
が
、
東
山
は
少
な
く
唱
和
も
な
い
。
そ
こ
で
私
の
東
山
の
詩
に
は
、
期
待
に
そ
む
か
ず
、
是
非
と
も
徐
頑
卿
に
唱
和
し
て
ほ
し
い
、
と
言
う
。
期
待
ど
お
り
徐
順
卿
は
見
事
に
唱
和
し
た
。
文
徴
明
が
「
百
街
嶺
」
中
に
「
俗
」
を
嘆
く
と
、
徐
頑
卿
か
ら
「
俗
」
を
見
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
す
よ
、
と
言
わ
れ
、
「
勝
能
仁
彌
勒
」
で
は
崇
高
な気持ちになりながら、まだ「俗」が抜けていないと言うと、徐碩
卿
に
「
俗
」
か
ら
抜
け
よ
う
と
い
う
気
が
そ
も
そ
も
あ
る
の
で
す
か
、
と
切
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
や
り
と
り
の
後
で
、
洞
庭
西
山
詩
の
唱
和
が
あ
り
、
徐
頑
卿
が
「
登
繧
7６
繩
峰
」
で
「
仙
」
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
霊
山
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
寂
し
く
帰
っ
て
き
た
と
言
う
と
、
文
徴
明
が
短
く
て
も
旅
は
楽
し
む
も
の
と
言
い
、
徐
順
卿
が
「
瀧
林
屋
洞
」
で
「
仙
」
に
な
る
丹
刻
の
手
が
か
り
が
見
つ
か
ら
な
いと一一一一口えば、文徴明は「仙」から抜け出ていないから見つからない
の
き
、
と
切
り
返
し
て
い
る
。
は
じ
め
は
十
歳
の
年
齢
差
が
あ
る
た
め
、
徐
祓
卿
は
文
徴
明
を
兄
の
よ
う
に
慕
い
、
文
徴
明
は
弟
の
才
能
を
伸
ば
す
よ
う
に
付
き
合
い
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
が
、
洞
庭
詩
を
唱
和
す
る
こ
ろ
に
は
、
お
互
い
に
自
由
に
言
い
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
洞
庭
詩
は
二
首
ず
つ
の
わ
ず
か
四
首
見
た
だ
け
で
あ
る
が
、
「
俗
」
と
「
仙
」
の
や
り
と
り
が
面
白
く
、
味
わ
い
深
い
唱
和
に
な
っ
て
い
る
。
二
人
の
詩
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
徐
頑
卿
の
詩
は
「
細
か
く
」
「
鋭
く
」
「
切
実」であるのに対して、文徴明の詩は「大きく」「穏やかで」「余裕」
が
あ
る
。
徐
順
卿
は
対
象
を
細
か
く
観
察
し
て
具
体
的
な
表
現
を
積
み
重
ね
て
詩
を
構
築
し
て
い
く
。
一
方
の
文
徴
明
は
、
む
し
ろ
雰
囲
気
を
大
き
く
と
ら
え
て
詠
う
。
信
頼
し
あ
っ
て
い
る
二
人
の
詩
を
読
む
と
、
中
国
が
詩
の
国
で
あ
っ
た
昔
の
し
み
じ
み
と
し
た
情
緒
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
唱
和
詩
の
歴
史
の
な
か
で
徐
頑
卿
と
文
徴
明
の
唱
和
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
、
明
代
の
蘇
州
だ
か
ら
こ
そ
徐
順
卿
と
文
徴
明
の
よ
う
な
交
遊
ができたのか。
徐
頑
卿
は
時
流
に
逆
ら
い
、
「
退
き
て
は
自
ら
浪
放
し
、
性
の
如
く
所
を
縦
に
し
、
南
山
の
樗
、
其
の
捲
曲
に
任
」
せ
、
ま
た
「
但
だ
宙
几
を
潔
く
し
、
古
書
を
抄
讃
す
る
を
喜
び
、
間
に
詞
賦
論
議
を
作
り
以
て
性
情
を
達
せ
し
め
、
一
家
言
を
成
し
て
以
て
不
朽
に
垂
れ
ん
こ
と
を
期
」
し
た
。
生
ま
れ
つ
い
て
の
「性」を損なわず、「情」を遂げ、一家言を立てて不朽に垂れようと
する大きな志があった（第二節）。それは、｜つには文学理論書「談
藝
録
』
と
し
て
結
実
し
、
ま
た
詩
は
清
椀
な
詩
風
と
し
て
多
く
の
追
随
者
を
生
み
、
「
性
」
で
は
晩
年
「
性
命
学
」
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
花
開
く
こ
と
に
な
る
。
注（
１
）
徐
順
卿
の
唐
寅
（
字
伯
虎
）
へ
の
詩
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
弘治十三年（一五○○）「簡伯虎」「贈唐居士」「老馬寒噺橿」「再用前韻」。
弘
治
十
五
年
（
一
五
○
三
「
有
懐
唐
伯
虎
」
「
喜
直
唐
子
」
弘
治
十
七
年
二
五
○
四
）
「
懐
伯
虎
」
ち
な
み
に
、
沈
周
（
石
田
）
に
関
連
す
る
詩
は
、
弘治十一年（一四九八）「題沈周釣Ⅱ亭圖」
弘治十五年（一五○二）「寄題沈氏假山」
「次韻題石田先生蟇黄大癖山水小障」
である。
（２）本稿で使用する底本は萢志新編年校注「徐頑卿全集編年校注」（人民文学
出版社、二○○九年）、「甫田集」（四庫全書電子版）、周道振輯校「文徴明集」
（上海古籍出版社、一九八七年）、周道振・張月尊纂「文徴明年譜」（百家出
版
社
、
’
九
九
八
年
）
で
あ
る
。
な
お
、
徐
頓
卿
に
関
す
る
論
考
に
、
鷲
野
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
「
徐
頑
卿
の
樂
府
に
つ
い
て
」
Ｓ
中
国
文
化
大
塚
漢
文
学
会
報
」
四
○
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（
７
）
文
徴
明
の
「
遊
洞
庭
東
山
詩
序
」
に
云
う
。
「
洞
庭
雨
山
、
爲
呉
中
勝
絶
虚
。
有
具
腿
映
帯
、
而
無
城
閏
之
接
、
足
以
遙
嘱
高
寄
。
而
露
棲
桀
構
、
又
多
古
仙
逸
民
奇
蹟
。
信
人
匠
別
境
也
。
余
友
徐
子
昌
國
近
登
西
山
、
示
余
紀
遊
八
詩
。
余
讃
而
和
之
。
於
是
西
山
之
勝
、
無
俟
手
披
足
踊
、
固
巳
隠
然
目
腿
間
。
ｎ
束
麓
方
切
傾
企
。
：
。
…
一
時
鯛
Ⅱ
（
６
）
「
拾
遺
記
」
に
云
う
、
「
屈
原
隠
於
況
湘
被
逐
、
乃
赴
清
冷
之
水
。
楚
人
思
慕
、
謂
之
号、’九八二年）、「徐頑卿ｌ江南時代の詩ｌ」（「中国古典研究」第二十七
号、一九八二年）、「徐頑卿の「談藝録」について」（「大東文化大学創立六
十周年記念中國學論集」’九八四年）、「徐頑卿の「談藝録」ｌ清らかで円
やかな調べの詩をⅡ指してＩ」（「中国文化」第六八号、二○一○年）、「徐
頑卿の評価をめぐって」（「国士舘大學漢學紀要」第十三號、二○｜一年）、
「徐頑卿の生涯ｌ「Ⅲ史」徐頓卿伝から見るｌ」ｓ国士舘大學漢學紀要」第
十四號、二○一二年）
（
３
）
萢
志
新
氏
等
の
年
譜
で
は
、
徐
頑
卿
が
「
呉
中
四
才
子
」
と
称
さ
れ
た
の
が
十
九
歳
の
時
と
す
る
が
、
そ
れ
が
不
可
で
あ
る
こ
と
の
左
証
に
も
な
る
。
拙
稿
「
徐
祓
卿
の
生
涯ｌ「明史」徐祓卿伝から見るｌ」では、徐祓卿の存命中に「呉中四才子」
と
称
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
し
た
。
（
４
）
拙
論
「
徐
祓
卿
の
生
涯
ｌ
「
明
史
」
徐
頑
卿
伝
か
ら
見
る
ｌ
」
Ｓ
国
士
舘
大
學
漢
學
紀
要
」
第
十
四
號
、
二
○
一
二
年
）
参
照
。
（
５
）
「
内
観
日
疏
」
に
云
う
。
「
眺
姥
住
長
離
橋
。
十
一
月
夜
半
大
寒
。
夢
観
星
墜
於
地
、
化
爲
水
仙
花
。
｜
叢
甚
香
美
。
摘
食
之
、
覺
而
塵
一
女
。
長
而
令
淑
、
有
文
。
因
以
名
焉
。
水仙」。
観
星
、
即
女
史
在
天
柱
下
。
故
迄
今
水
仙
名
女
史
花
。
又
名
眺
女
史
。
」
櫨懐、往往托之吟弧。歸而理詠、得詩七首。轍亦誇示徐子、傅之繼響。」
（８）拙論「漢詩の風景」Ｓ国士舘人文学」創刊号（通巻佃号）、平成朗年３月）
（９）「抱朴子」に「去地四千里、風力猛壯、有剛風世界。」
（皿）韓愈の「維朝飛操」は以下のようである。「椎之飛、干朝Ｈ・群雌孤雄、
意
氣
横
出
。
當
東
而
西
、
當
啄
而
飛
。
随
飛
随
啄
、
群
雌
粥
粥
。
嵯
我
雌
人
、
曾
不
如
彼
雄
鶏
。
生
身
七
十
年
、
無
一
妾
與
妃
。
」
（Ⅲ）「玄中記」に「包山洞庭穴中多有道人馬跡。禺治水過會稽、夢人衣玄縛、
告治水法、在包山北釧函中、竝不死方。禺得、藏於包山石屋。」とある。「包
山
」
は
洞
庭
西
山
。
（皿）皮日休の「太湖」詩の「桃花鳴川」に「鳴名雌然在、不見桃花發」とあり、
徐
祓
卿
の
「
經
桃
花
鳩
」
の
自
注
に
「
嶋
名
雌
存
、
已
爲
蔓
野
」
と
あ
る
。
（
Ｂ
）
嚴
羽
の
「
檜
浪
詩
話
」
に
「
和
韻
最
害
人
詩
。
古
人
酬
唱
不
次
韻
、
此
風
始
盛
干
元
白
皮
陸
」
と
云
う
。
7８
